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地
球
温
暖
化
を
防
止
す
る
た
め

の
運
動
、
ク
ー
ル
ビ
ズ
。
町
で
は

全
庁
を
あ
げ
て
、
夏
の
冷
房
設
定

温
度
を
28
℃
程
度
に
し
、
そ
の
な

か
で
も
涼
し
く
効
率
的
に
働
け
る

よ
う
な
「
夏
の
軽
装
」
を
実
施
し

ま
す
。
ま
た
年
間
を
と
お
し
、「
省

エ
ネ
対
策
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

町
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

対
　
象

城
里
町
全
職
員
及
び
町

の
公
共
施
設

夏
の
軽
装

期
　
間

６
月
１
日
〜
９
月
30
日

内
　
容

①
公
共
施
設
の
冷
房
設

定
温
度
は
28
℃
と
す
る
。

②
職
員
の
事
務
服
装
は
、
ノ
ー

ネ
ク
タ
イ
と
し
公
務
員
に
ふ
さ

わ
し
い
服
装
で
事
務
を
執
る
。

省
エ
ネ
対
策

期
　
間

通
年

内
　
容

昼
休
み
は
、
業
務
上
必

要
な
箇
所
を
除
き
、
庁
舎
及
び

公
共
施
設
等
を
一
斉
に
消
灯
す

る
。
ま
た
、
通
路
・
廊
下
・
エ

ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
等
の
電
灯

に
つ
い
て
は
、
出
来
る
限
り

3
－
4
程
度
の
照
明
は
消
す
。

問
合
せ

総
務
課
（
内
線
２
２
４
）

蕁
０
２
９
│

２
８
８
│

３
１
１
１

土
砂
災
害
防
止
月
間

６
月
１
日
〜
30
日

が
け
崩
れ
防
災
週
間

６
月
１
日
〜
７
日

土
砂
災
害
を
防
ぎ
、
安
心
し
て

住
む
た
め
に
は
、
対
策
工
事
だ
け

で
な
く
「
自
分
の
身
は
自
分
で
守

る
」
と
い
う
意
識
を
し
っ
か
り
と

持
ち
、
大
雨
の
時
の
注
意
・
早
め

の
避
難
を
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

こ
ん
な
時
は
注
意
・
避
難
し
ま
し

ょ
う
！

土
石
流

◆
山
全
体
が
う
な
っ
て
い
る
よ
う

な
音
「
山
鳴
り
」
が
す
る
時

◆
川
の
流
れ
が
急
に
に
ご
っ
た

り
、
木
が
流
れ
て
き
た
時

◆
雨
が
降
り
続
い
て
い
る
の
に
、

川
の
水
が
減
っ
て
い
る
時

地
す
べ
り

◆
地
面
に
ひ
び
割
れ
が
で
き
た
時

◆
地
面
の
一
部
分
が
へ
こ
ん
だ

り
、
盛
り
上
が
っ
た
時

◆
池
や
沼
の
水
の
量
が
、
急
に
変

わ
っ
た
時

◆
井
戸
の
水
が
に
ご
っ
た
時

が
け
崩
れ

◆
が
け
か
ら
小
石
が
パ
ラ
パ
ラ
と

落
ち
て
き
た
時

◆
が
け
に
割
れ
目
が
で
き
た
時

◆
が
け
か
ら
水
が
わ
き
出
て
き
た
時

問
合
せ

県
河
川
課
ダ
ム
砂
防
室

蕁
０
２
９
│

３
０
１
│

４
４
９
５

小
型
ガ
ス
瞬
間
湯
沸
器
を

ご
使
用
の
皆
さ
ん
へ

最
近
、
小
型
ガ
ス
瞬
間
湯
沸
器

を
、
換
気
扇
を
回
さ
ず
使
用
し
て

い
た
た
め
に
換
気
不
良
で
、
一
酸

化
炭
素
中
毒
に
よ
り
死
亡
に
至
る

事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

◆
小
型
ガ
ス
湯
沸
器
を
使
用
す
る

と
き
は
、
必
ず
換
気
を
し
て
、

死
亡
事
故
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

◆
物
が
燃
え
る
に
は
、
新
鮮
な
空

気
が
必
要
で
す
。
十
分
な
換
気

を
し
な
け
れ
ば
、
空
気
が
不
足

し
、
一
酸
化
炭
素
が
発
生
し
ま
す
。

◆
閉
め
切
っ
た
４
畳
半
で
小
型
ガ

ス
瞬
間
湯
沸
器
を
燃
焼
す
る

と
、
約
20
分
で
致
死
量
の
一
酸

化
炭
素
が
部
屋
に
充
満
す
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

◆
一
酸
化
炭
素
は
無
色
無
臭
で

す
。
頭
痛
や
吐
き
気
で
異
変
に

気
づ
い
た
時
に
は
、
手
足
が
し

び
れ
て
動
け
ず
、
手
遅
れ
と
な

り
死
に
至
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

問
合
せ

経
済
産
業
省

商
務
情
報
政
策
局
製
品
安
全
課

蕁
０
３
│

３
５
０
１
│

４
７
０
７

対
象
・
定
員

20
歳
以
上
40
歳
未

満
の
方
・
20
人
程
度

研
修
期
間

８
月
〜
平
成
20
年
３

月
の
う
ち
の
14
日
間

内
　
容

国
内
研
修
８
日
間

海
外
研
修
（
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
ネ

グ
ロ
ス
島
）
６
日
間

参
加
負
担
金

10
万
円

応
募
方
法

申
込
書
な
ど
関
係
書

類
を
城
里
町
教
育
委
員
会
へ

申
込
締
切
り

６
月
30
日

問
合
せ

県
女
性
青
少
年
課

蕁
０
２
９
│

３
０
１
│

２
１
８
３

平
成
19
年
度
狩
猟
免
許
試
験

試
験
実
施
日

①
７
月
12
日

②
８
月
５
日
　
③
８
月
23
日

時
　
間

午
前
９
時
か
ら
受
付

場
　
所

県
狩
猟
者
研
修
セ
ン
タ
ー

受
験
資
格

県
内
に
住
所
を
有
す

る
満
20
歳
以
上
の
者

試
験
内
容

知
識
試
験
、
適
性
試

験
、
技
能
試
験

※
当
日
は
、
必
ず
筆
記
用
具
持
参

必
要
書
類

①
狩
猟
免
許
申
請
書

②
写
真
　
③
狩
猟
免
許
申
請
手

数
料
　
④
診
断
書
　
⑤
住
民
票

申
請
期
間

各
試
験
実
施
日
の
60

日
前
か
ら
７
日
前
ま
で

申
請
書
配
布
先
・
問
合
せ

県
北

地
方
総
合
事
務
所
環
境
保
全
課

蕁
０
２
９
│

２
２
１
│

３
８
４
３

妊
娠
中
、
特
に
初
期
は
、
赤
ち

ゃ
ん
の
成
長
は
も
ち
ろ
ん
、
お
母

さ
ん
の
健
康
を
維
持
す
る
た
め
、
と

て
も
大
切
な
時
期
で
す
。
し
か
し
、

外
見
か
ら
は
妊
婦
で
あ
る
か
ど
う

か
判
断
し
に
く
か
っ
た
り
、
つ
ら

い
症
状
が
あ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

マ
タ
ニ
テ
ィ
マ
ー
ク
は
、
妊
産

婦
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
せ
る
マ
ー

ク
で
す
。
町
母
子
愛
育
会
で
は
、

妊
娠
さ
れ
た
方
へ
、
母
子
手
帳
発

行
時
に
マ
タ
ニ
テ
ィ
マ
ー
ク
の
キ

ー
ホ
ル
ダ
ー
を
お
渡
し
し
て
い
ま
す
。

も
し
も
、
こ
の
マ
ー
ク
を
付
け

て
い
る
妊
産
婦
さ
ん
を
見
か
け
た

ら
、
電
車
・
バ
ス
等
で
席
を
譲
る
、

乗
降
時
に
協
力
す
る
、
近
く
で
の

喫
煙
は
控
え
る
、
や
さ
し
い
一
言

を
か
け
る
な
ど
、
思
い
や
り
の
あ

る
気
遣
い
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ

健
康
福
祉
課

蕁
０
２
９
│

２
４
０
│

６
５
５
０

厚
生
労
働
省
HPhttp://w

w
w
.

m
h
lw
.g
o.jp
/h
ou
d
ou
/2006/

03/h0301-1.htm
l
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「
夏
の
軽
装
」及
び「
省
エ
ネ

対
策
」の
実
施
に
つ
い
て

地
域
の
青
年
リ
ー
ダ
ー
に
！

い
ば
ら
き
若
者
塾
の
参
加
者
募
集

妊
産
婦
さ
ん
へ
の
思
い
や
り
を
！

マ
タ
ニ
テ
ィ
マ
ー
ク



　現在使用されている医療福祉費受給者証が平成19年７月１日から新しくなりますので、
次により更新の手続きをしてください。
日　時　６月25日豺・26日貂・27日貉　午前９時～午後５時まで
場　所　保険課（常北保健福祉センター内）、桂支所、七会支所
持参するもの　
（1）健康保険証　　（2）印鑑　　（3）更新通知書
（4）身体障害者手帳、療育手帳、国民年金（障害福祉年金、障害年金）１級証書、児童
　　扶養手当証書等交付されている証書類
（5）①平成19年１月１日以降城里町に転入された方は、前住所地（平成19年１月１日現
　　　在の住所地）の平成19年度所得課税証明書
　　②城里町外の方の扶養になっている方は、扶養義務者の平成19年度所得課税証明書
※更新お知らせのはがきをお送りします。

　　
　マル福制度とは、医療保険を使って病院などにかかった場合、医療費の一部負担金を
助成する制度です。保険のきかない健康診断、予防接種、薬の容器代、差額ベッド代等
は助成されません。

※マル福制度を受けるには、申請の手続きが必要です。
　申請には、印鑑、健康保険証、所得課税証明書が必要です。（転入等により城里町以外
の市町村に所得の申告をされている方はその市町村の所得課税証明書）
　障害者のマル福を申請する場合は、障害の程度が確認できる書類が必要になります。

母子手帳の交付を受けた妊産婦

０歳から小学校入学前までの乳児・幼児

小学校入学から小学校卒業までの児童

小学校入学前で所得制限によりマル福制度を受けていない

乳幼児

・身体障害者手帳１級・２級及び３級（内部障害）の方

・療育手帳の判定がA・Aの方

・国民年金の障害年金１級に該当する方

・特別児童扶養手当１級の方 等

18歳未満の児童を監護する母子家庭の母または父子家庭

の父とその児童

マル福の種類

妊　　　産　　　婦

乳　　　幼　　　児

特例乳幼児（マル特）

【町単独事業】

重度心身障害者

母子・父子家庭

対　　　象　　　者

問合せ　保険課　蕁029－288－3111（内線 372・373）

＊＊＊＊＊＊医療福祉制度（マル福制度）＊＊＊＊＊＊

医療福祉費受給者証（マル福）の 更新 について
～マル福（重度心身障害者、母子・父子家庭）を受給されている方へ～
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●
大
洗
夏
の
イ
ベ
ン
ト

海
水
浴
場
開
設
期
間
（
37
日
間
）

　
７
月
14
日
貍
〜
８
月
19
日
豸

'07
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
in
大
洗

日
　
時
　
７
月
28
日
貍
・
29
日
豸 

　
午
前
９
時
〜
午
後
３
時

会
　
場
　
大
洗
サ
ン
ビ
ー
チ

大
洗
海
上
花
火
大
会

日
　
時
　
７
月
28
日
貍

　
午
後
７
時
30
分
〜
９
時 

開
催
場
所
　
大
洗
サ
ン
ビ
ー
チ

盆
踊
り
の
夕
べ

日
　
時
　
８
月
５
日
豸

　
午
後
６
時
〜
９
時 

場
　
所
　
大
洗
マ
リ
ン
タ
ワ
ー
芝

　
生
広
場

大
洗
八
朔
祭

日
　
時
　
８
月
25
日
貍
・
26
日
豸

　
８
月
25
日
貍
神
事

　
午
後
３
時
〜
９
時

場
　
所
　
大
洗
町
内
・
磯
前
神
社

Ｏ
Ａ
Ｒ
Ａ
Ｉ 

Ｃ
Ｕ
Ｐ 

２
０
０
７

サ
ー
フ
ィ
ン
＆
ボ
デ
ィ
ボ
ー
ド

日
　
時
　
８
月
25
日
貍
・
26
日
豸

　
午
前
７
時
〜
午
後
３
時 

場
　
所
　
大
洗
サ
ン
ビ
ー
チ

２
０
０
７
茨
城
ビ
ル
フ
ィ
ッ
シ
ュ

ト
ー
ナ
メ
ン
ト

期
　
日
　
８
月
24
日
貊
〜
26
日
豸

開
催
場
所
　
大
洗
マ
リ
ー
ナ

問
合
せ
　
大
洗
町
商
工
観
光
課
　

　
蕁
０
２
９
│

２
６
７
│

５
１
１
１

お
出
か
け
く
だ
さ
い
！

お
出
か
け
く
だ
さ
い
！

お
出
か
け
く
だ
さ
い
！

●
あ
た
ご
天
狗
の
森
ス
カ
イ

　
ロ
ッ
ジ
・
北
山
公
園

　
　
　
　
　
　
　（
笠
間
市
）

　
家
族
や
子
ど
も
会
・
ス
ポ
ー
ツ

な
ど
で
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

ス
カ
イ
ロ
ッ
ジ

　
愛
宕
山
の
頂
上
付
近
に
あ
る
ロ

グ
ハ
ウ
ス
の
宿
泊
施
設
で
す
。

※
全
室
、
バ
ス
・
ト
イ
レ
・
キ
ッ

　
チ
ン
と
冷
暖
房
完
備

施
設
料
金
　
１
棟
１
泊
　

　
４
人
用
（
４
棟
洋
室
）
１
６
８

　
０
０
円
／
６
人
用
（
４
棟
洋
室
）

　
２
５
２
０
０
円
／
12
人
用
（
２

　
棟
和
室
）
４
２
０
０
０
円

　
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
施
設
（
屋
根
な

　
し
）
１
セ
ッ
ト
２
５
５
０
円

北
山
公
園

　
県
の
観
光
百
選
に
選
ば
れ
て
い

る
公
園
で
、
四
季
を
通
し
て
の
美

し
い
景
観
が
魅
力
で
す
。
　

施
　
設
　
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
場
（
屋

　
根
付
き
13
炉
・
野
外
10
炉
）
／

　
キ
ャ
ン
プ
場
（
25
区
画
）

料
　
金
　
無
料

申
込
先
・
問
合
せ
　

　
ス
カ
イ
ロ
ッ
ジ
管
理
事
務
所
　

　
蕁
０
２
９
９
│

４
５
│

６
６
２
２

　
北
山
公
園
管
理
事
務
所
　

　
蕁
０
２
９
６
│

７
８
│

３
９
１
１

参加対象　【親子ふれあいコース】県内居住の小中学生とその保護者（子どものみ、大人のみは不可）
　　　　　【一般コース】15歳以上の県内居住者（中学生は除く）※両コースとも県職員は対象外

定　　員　各コース30人
発着時刻　各コースとも朝出発し、夕刻に出発の場所へ戻ります。
申込方法　官製往復はがきに必要事項（住所、氏名、電話番号、年齢、性別、
　　　　　職業又は学年、希望日、コース名及び発着場所）を記入のうえ、

　　　　　申込先までお送りください。なお、１枚のはがきで４人まで申込

　　　　　みできますが、必要事項は参加希望者全員分を記入してください。

参 加 費　無料（昼食や飲み物、筆記用具等は各自用意してください）
そ の 他　参加申込み多数の場合は抽選で決定します。
　　　　　同一コースに対する複数のはがきによる申込みは不可とします。また、雨天決行です。

申込先・　〒310-0802　水戸市柵町1-3-1
問 合 せ　県北地方総合事務所 県民生活課 県政ふれあいバス担当　蕁029‐225‐2490

県政ふれあいバス参加者募集

●畜産センター
●つくばへリポート
●JAXA（筑波宇宙センター）
●霞ヶ浦環境科学センター
●ワープステーション江戸
●つくば国際会議場
●ひたちなかインフォメーションセン
　ター・常陸那珂港　●J-PARC
●県陶芸美術館　●笠間芸術の森公園
●工業技術センター窯業指導所
●吉田正記念館
●天心記念五浦美術館

笠間駅

日立駅中央口

水戸合同庁舎

笠間駅

日立駅中央口

水戸合同庁舎

小中学生
・保護者

一　　般

●●●

●●●

親子ふれあいコースＡ
　　　７月24日貂
親子ふれあいコースＢ
　　　７月26日貅
親子ふれあいコースＣ
　　　８月８日貉
一般コースＡ
　　　８月21日貂
一般コースＢ
　　　８月23日貅
一般コースＣ
　　　８月29日貉

６月29日貊

７月20日貊

コース名・期日 見学施設・見学内容 対　象 応募締切り発着場所
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筋
か
た
き
独
活
の
き
ん
ぴ
ら
酔
ひ
に
け
り

飯
　
田
　
勇
　
一

山
深
く
大
山
桜
遅
れ
咲
き

　
　
　
　
　
　
山
　
崎
　
正
　
行

新
緑
や
校
門
様
の
お
成
り
部
屋

　
　
　
　
　
　
今
　
瀬
　
多
代
美

日
本
の
拡
大
コ
ピ
ー
鯉
の
ぼ
り

　
　
　
　
　
　
竹
　
内
　
幸
　
子

段
畑
の
畝
の
短
く
馬
酔
木
咲
く

　
　
　
　
　
仲
　
田
　
ま
ち
ゑ

無
風
な
り
湧
き
出
る
水
を
待
つ
蛙

　
　
　
　
　
　
森
　
　
　
静
　
江

薫
風
や
新
し
き
畳
よ
く
匂
ひ

　
　
　
　
　
　
高
　
橋
　
芦
　
江

那
珂
川
の
風
に
乗
り
け
り
夏
燕

　
　
　
　
　
　
鯉
　
渕
　
寿
美
恵

土
間
に
飼
ふ
金
魚
の
び
の
び
午
後
晴
れ
し

飯
　
村
　
愛
　
子

藤
の
昼
墨
絵
の
は
が
き
届
き
け
り

飯
　
村
　
昭
　
子

新
樹
光
観
音
様
の
肩
丸
し

　
　
　
阿
久
津
　
あ
い
子

直
線
の
太
陽
に
伸
び
陸
稲
の
芽

　
　
い
そ
べ
　
き
　
よ

ふ
ん
は
り
と
白
藤
の
咲
く
谷
深
し

田
　
所
　
厚
　
子

海
鳥
の
群
れ
飛
ぶ
日
和
草
矢
打
つ

瀬
　
谷
　
博
　
子

ト
ン
ネ
ル
を
越
え
て
に
ぎ
わ
う
大
師
講

　
　
　
　
岩
　
下
　
金
　
司

幾
星
霜
止
幾
の
生
家
や
藤
の
花

　
　
　
　
　
　
富
　
田
　
多
　
蔵

燃
え
る
よ
な
霧
島
つ
つ
じ
に
佇
み
て

青
　
木
　
新
三
郎

　
最
近
に
な
っ
て
、「
ふ
る

さ
と
納
税
」
な
る
制
度
を
創

設
し
て
は
ど
う
か
と
い
う
事

が
話
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
ふ
る
さ
と
を
ど
う

定
義
づ
け
る
か
、
ま
た
、
自

分
た
ち
の
狭
義
の
生
活
圏
の

中
で
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
受
け

る
た
め
に
税
を
納
め
て
い
る

と
い
う
住
民
税
の
根
本
の
考

え
と
矛
盾
し
な
い
か
等
、
い
ろ

い
ろ
論
議
は
あ
る
よ
う
で
す
。

　
要
は
、
都
市
部
と
地
方
の

税
の
地
域
間
格
差
を
無
く
そ

う
と
い
う
考
え
と
思
い
ま
す

が
、
こ
れ
は
都
市
部
に
住
ん

で
い
る
人
が
自
分
の
「
ふ
る

さ
と
」「
縁
故
地
」
を
指
し

て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
城

里
町
に
住
ん
で
い
る
人
が
東

京
を
「
ふ
る
さ
と
」
と
し
て

選
択
す
る
可
能
性
も
あ
る
わ

け
で
、
何
か
釈
然
と
し
な
い

よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

　
私
は
そ
れ
よ
り
も
、
地
方

交
付
税
の
中
で
地
方
に
厚
み

を
か
け
る
制
度
を
算
定
の
中

へ
入
れ
て
い
け
ば
あ
る
程
度

解
決
で
き
る
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。
地
方
交
付
税

は
毎
年
減
額
に
な
っ
て
お
り
、

城
里
町
で
も
合
併
前
平
成
16

年
度
の
３
町
村
の
交
付
税
44

億
２
千
万
円
か
ら
平
成
19
年

度
予
算
は
36
億
円
と
、
３
年

間
で
８
億
２
千
万
円
の
減
に

な
っ
て
い
ま
す
。
国
全
体
の

交
付
税
総
額
が
減
る
の
は
止

む
を
得
な
い
と
思
い
ま
す
が
、

そ
の
総
額
の
中
で
格
差
を
是

正
す
る
手
法
は
あ
る
と
思
い

ま
す
。

　
ま
た
、
最
近
は
、
農
村
部

で
週
末
を
過
ご
す
た
め
の
別

荘
や
民
家
居
住
が
増
え
そ
う

な
気
配
で
す
が
、
住
民
税
は

住
所
地
で
課
税
さ
れ
ま
す
の

で
、
地
方
に
別
荘
を
持
っ
て

い
る
よ
う
な
人
は
、
住
所
が

無
く
て
も
、
例
え
ば
一
週
間

の
ウ
エ
イ
ト
か
ら
居
住
地

５
－
７
、
週
末
地
２
－
７
等
の
納

税
方
法
も
負
担
と
サ
ー
ビ
ス

の
面
か
ら
理
に
叶
っ
て
い
る

の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い

ま
す
。

Vol.20
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

座
布
団
の
上
に
広
が
る
小
宇
宙

脳
梗
塞
に
引
退
く
円
楽
さ
ん

秋
　
山
　
愛
　
子

坂
道
を
上
れ
ば
蒼
き
ふ
る
さ
と
の

海
広
が
れ
り
春
陽
耀
ひ
て

　
　
　
　
　
大
　
森
　
久
　
子

し
つ
か
り
と
緑
葉
が
覆
ふ
丸
き
花
蕗

の
た
う
摘
む
指
先
彈
む

佐
　
川
　
あ
　
や

容
赦
な
く
勝
ち
組
負
け
組
に
分
け
ら
る
る

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
な
れ
ば
心
も
磨
か
む

　
杉
　
山
　
み
ち
こ

早
春
の
雑
草
抜
け
ば
再
び
の
萌
え
出
す

命
知
る
べ
し

宮
　
本
　
ふ
み
江

今
朝
見
れ
ば
つつ
ぢ
根
元
に
か
た
く
り

の
赤
子
の
掌
ほ
ど
の
葉
が
出
で
に
け
り

所
　
　
　
美
恵
子

学
童
の
飼
育
せ
る
鮭
の
稚
魚
を
桂

川
へ
放
流
す
「
元
気
に
戻
っ
て
来
い
よ
」

青
　
柳
　
京
　
子

理
髪
し
て
匂
ふ
夫
殿
歸
り
来
る
いつ
も

小
粋
に
し
て
て
よ
あ
な
た

　
　
　
　
　
　
山
　
形
　
式
　
妙

む
ら
さ
き
の
雲
の
浄
土
を
思
は
す
る

花
大
根
の
群
れ
咲
く
あ
た
り

　
渡
　
辺
　
千
紗
子

卒
業
し
孫
は
新
車
と
就
職
と
願
い
叶

い
り
天
高
く
澄
み

仲
　
田
　
こ
　
う

満
開
の
霧
島
つつ
じ
眺
め
つつ一
人
短
歌

よ
む
昼
の
休
み
に　

岩
　
下
　
通
　
子

ケ
ン
ケ
ン
と
雉
の
声
す
る
季
節
き
て

野
に
人
影
の
多
く
な
り
け
る

　
富
　
田
　
欽
　
子

除
草
の
手
休
め
て
畑
を
眺
め
れ
ば
ブ

ロ
ッ
コ
リ
ー
の
花
青
く
咲
き
お
り

　
岩
　
下
　
美
知
野

初
曾
孫
の
成
長
願
う
鯉
幟
新
居
の

屋
根
を
す
れ
す
れ
に
舞
う

　
　
　
阿
良
山
　
ウ
メ
ノ

雷
神
の
鳥
居
建
て
た
る
男
等
を
祝

う
が
ご
と
く
山
桜
咲
く

　
　
　
　
　
鶴
　
田
　
す
　
が

生
徒
ら
に
下
校
を
告
ぐ
る
放
送
の

西
風
に
乗
り
間
近
に
聞
こ
ゆ

　
　
　
　
　
山
　
口
　
　
　
栄

窓
ご
し
に
夫
植
へ
た
り
し
山
ツ
ツ
ジ

早
や
満
開
に
目
を
う
ば
い
お
り

市
　
川
　
義
　
子

古
び
た
る
頁
め
く
り
つ
つ
読
み
進
む

「
錦
繍
」の
夫
婦
羨
し
み
な
が
ら

　
薄
　
井
　
ひ
　
ろ

雲
の
中
に
夕
日
は
溶
け
て
形
な
く

た
だ
赤
あ
か
と
沈
み
ゆ
き
た
り

　
　
　
　
　
　
枝
　
　
　
不
　
美

老
梅
の
匂
へ
る
小
庭
亡
き
兄
の
俤
顕

た
せ
て
は
な
閑
か
な
り

　
　
　
　
　
　
片
　
見
　
和
　
枝

花
吹
雪
浴
み
つゝ
急
な
石
段
を
登
り
て

拝
む
雨
引
観
音

　
　
川
　
上
　
千
代
子

ゆ
ら
ゆ
ら
と
水
面
流
る
る
花
筏
兄
の

み
た
ま
を
乗
せ
て
去
り
ゆ
く

　
島
　
　
　
愛
　
子

わ
ん
ぱ
く
の
坊
主
に
似
合
は
ぬ一
年
生

の
制
服
ど
こ
か
ぎ
ご
ち
な
く
見
ゆ

多
　
田
　
志
保
子

は
な
れ
住
み
て
寝
た
り
お
き
た
り
の

続
く
夫
を
介
護
す
る
我
の一
日
気
忙
し

坪
　
井
　
き
よ
子

ひ
と
言
の
励
ま
し
が
百
人
力
と
な
れ

ば
友
と
の
絆
大
切
に
せ
む

　
　
　
　
　
　
萩
　
谷
　
登
喜
子

千
波
湖
で
花
片
浴
び
る
仔
水
鳥
を

眼
細
め
て
見
守
る
親
鳥

　
　
　
　
　
和
　
知
　
美
智
子

海
か
と
も
見
紛
ふ
雄
大
な
青
き
丘

ネ
モ
フ
ィ
ラ
と
言
う
可
憐
な
花
群

冨
　
田
　
佐
智
子

水
張
っ
た
田
圃
に
蛙
大
合
唱

　
　
　
　
　    

山
　
本
　
隆
　
荘

し
ろ
さ
と
の
赤
ネ
ギ
食
べ
て
元
気
で
る

中
　
島
　
芳
　
春

う
　
ど

あ
　
　
し
　
　
び

あ
　
か
　
ぼ

ひ

て

こ
　
ら

つ
ま
ど
の

う
　
た

と
も

み
な
も

い
か
だ

き
せ
わ

ま
な
こ

ま
　
　
もま

が

む
ら
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